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地域によろこびの
種をまく

農を担う
イチゴ農家　矢部 和弘 さん
農を担う
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農を担う
イチゴ農家　矢部 和弘 さん
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　今回のあぐろグラムでは京橋朝市を紹介します。
　岡山城や後楽園のたもとを流れる旭川には江戸
時代から栄えた京橋があります。ここで毎月第１日
曜日（１月は第２日曜日）に朝市が開催されています。
新鮮な野菜や魚、手づくりパンなどさまざまな特産
品が並び、日の出前からたくさんの来場客で賑わい
ます。
　その他にも管内には女性部が運営している朝市が
あります。爽やかな朝の空気の中で買い物を楽しむ
と、よい一日が始まりそうな気持ちにきっとなれるは
ず。いつもとは違う朝に出会えるかもしれませんね。
　　　　　　　　　　　　編集担当

旬がうれしい
京橋朝市

あぐろ
グラム

Ag
lo

gr
am

編集後記

あぐろ
グラム

Ag
lo

gr
am

編集後記

Recipe
旬のレシピ紹介

レシピ提供／永井智一（ながいともかず）
茨城県笠間市にある「天晴（旧キッチン晴人）」オーナーシェフ

秋サケに塩、こしょうをして、薄力粉をはたき、熱したフライパンにオリーブ
油を入れ、中火で両面を焼き上げて仕上げに白ワインを回し掛ける。

（1）のフライパンから秋サケを取り出し、バター、タマネギ、ジャガイモ、シ
イタケを入れて弱火で軽く炒め、ソースの材料を入れ中火で煮詰めていく。

ソースにとろみがついてきたら、（1）の秋サケをフライパンに戻し、小松菜を
入れサッと煮て、器に盛り付け出来上がり。

（1）

（2）

（3）

秋
サ
ケ
の
小
松
菜

ク
リ
ー
ム
ソ
ー
ス
煮

秋
サ
ケ
の
小
松
菜

ク
リ
ー
ム
ソ
ー
ス
煮

秋サケ切り身・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2切れ
タマネギ（みじん切り）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1/2個
ジャガイモ中（スライスした物）・・・・・・・・・・・・・・・・・1個
シイタケ（みじん切り）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2個
小松菜（ざく切り）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1/2束
ソース
　水・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1カップ
　生クリーム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1/2カップ
　ブイヨンキューブ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1個
　砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1/2
白ワイン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1
塩・こしょう・薄力粉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適宜
オリーブ油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1
バター・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1

作り方 材料（2人分）

久山 隆一

地
域
に
よ
ろ
こ
び
の

種
を
ま
く

JA岡山は、組合員募集中です！
https://www.ja-okayama.or.jp/
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特集 「地域くらし活性化計画」
～豊かで暮らしやすい地域社会の実現を目指して～



FEATURE
This month's

〜
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
〜

今月の特集

●
取
組
内
容

　
女
性
部
・
生
産
者
組
織
・
青
壮
年

部
や
行
政
・
企
業
と
連
携
し
食
農
教

育
の
場
を
作
り
、
地
元
農
産
物
へ
の
理

解
促
進
や
消
費
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

●
活
動
内
容

•
Ｊ
Ａ
岡
山
食
農
教
育
イ
ベ
ン
ト
「
家

族
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
収
穫
体
験
＆
ク
ッ

キ
ン
グ
」

　
Ｊ
Ａ
岡
山
管
内
の
小
学
生
を
含
む
家

族
を
対
象
に
、
収
穫
体
験
や
料
理
教

室
を
通
し
て
地
元
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
や
地

産
地
消
、
食
文
化
の
継
承
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
収
穫
体
験
を
通
し
て
「
農
業
と
食

の
大
切
さ
」
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
農

業
と
親
し
む
機
会
の
少
な
い
消
費
者
と

の
交
流
を
深
め
、
農
業
へ
の
理
解
と
Ｊ

Ａ
フ
ァ
ン
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・「
親
子
料
理
教
室
」、「
ち
ゃ
ぐ
り
ん

フ
ェ
ス
タ
」
等

　
Ｊ
Ａ
岡
山
女
性
部
と
連
携
し
、
料

特
集 

「
地
域
く
ら
し
活
性
化
計
画
」理

教
室
を
通
し
て
「
食
と
農
」
の
大
切

さ
を
伝
え
、
農
業
・
Ｊ
Ａ
へ
の
理
解
を

深
め
る
活
動
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
食
農
教

育
を
す
す
め
る
子
ど
も
雑
誌
「
ち
ゃ
ぐ

り
ん
」
の
記
事
を
活
用
し
学
習
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。

●
令
和
元
年
度
実
績

食
農
教
育
活
動
参
加
者
：
１
，２
３
０
人

重
点
取
組
事
項
（
１
）

食
農
教
育
活
動
を
通
じ

た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化

「ＪＡ岡山くらしの活動」とは組合員・地域住民の皆さま
とともに「豊かで暮らしやすい地域社会の実現」を目指
して、食農教育活動や高齢者福祉事業などのＪＡの総
合事業を通して地域の農業やＪＡにより興味を持ってい
ただき、地域をサポートし、またＪＡ自らも取り組んで
いく活動です。

３つの方針を制定し地域に根ざした活動に取り組んで
います。
（１）「地産地消」の取り組みを通じて、「食と農業」のつながり

について理解促進を図るとともに、次代を担う子どもた
ちを対象とした農業体験学習を進め、次世代への農業理
解の醸成と食農教育の実践に取り組みます。

（２）地域コミュニティの活性化に貢献するため、支所等を拠
点とした「場」の設定と提供を行い、ＪＡが組合員・地域
住民とともに地域を元気にする活動に取り組みます。

（３）ＪＡの事業活動や女性部活動への参加
促進を図るための集いの場を提供する
とともに、女性のＪＡ運営参画を進め、
女性ならではの視点による地域に根ざ
したＪＡの事業活動に取り組みます。

ＪＡ岡山くらしの活動ってなに？

　「ＪＡ岡山くらしの活動」に基づき、新たに令和元年度からの３カ年の具体的な取り組み
を定めたもので、総合事業の機能・役割をさらに発揮し、地域の活性化に取り組むことを
目標としています。当組合では、組合員・地域住民の健康増進活動や幅広い協同活動推
進の中核となる生活文化活動を円滑に行うことを目的に、各支所・営農センターに生活文
化活動担当者を置き、積極的な活動に取り組んでいます。
　重点取組事項を通して、組合と組合員・地域住民が相互扶助の理念の共有化を図り、
これまで以上に組合事業への理解と参加を促進します。

重点取組事項
（１）食農教育活動を通じた地域コミュニティの活性化
（２）総合事業を通じた生活インフラ（生活基盤）機能の発揮
（３）支所等を拠点とした「ＪＡくらしの活動」の実践
（４）正・准組合員とのメンバーシップの強化

地域くらし活性化計画

3　ぱれっと　 ぱれっと　2

　
当
組
合
は
、
平
成
26
年
よ
り
「
Ｊ
Ａ
岡
山
く
ら
し
の
活
動
推
進
方
針
」
を
制
定
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
か
ら
の
３
カ
年
は
さ
ら
に
具
体
的
な
取
り
組
み
を
定
め
「
地
域
く
ら
し
活
性
化
計
画
」
を
策
定
し
、
「
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
の
実

現
」
に
む
け
、
総
合
事
業
の
機
能
・
役
割
を
さ
ら
に
発
揮
し
、
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
計
画
に
基
づ
い
て
策
定
し
た
重
点
取
組
事
項
と
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。



予 告

●
取
組
内
容
①

　
組
合
員
・
地
域
住
民
に
さ
ま
ざ
ま

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
総
合
事
業
を
通

じ
て
貢
献
し
ま
す
。

●
活
動
内
容

・
相
談
活
動

　
税
理
士
に
よ
る
税
務
相
談
会
や
所

得
税
、
消
費
税
の
確
定
申
告
支
援
を

実
施
す
る
な
ど
Ｊ
Ａ
岡
山
青
色
申
告
会

を
基
軸
と
し
た
税
務
相
談
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

・
健
康
増
進
活
動

　
組
合
員
お
よ
び
地
域
住
民
を
対
象

に
、
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
と
疾

病
予
防
を
目
的
と
し
た
健
康
活
動
（
組

合
員
健
康
診
断
）
や
健
康
づ
く
り
教

室
、
体
操
教
室
な
ど
の
健
康
教
育
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
組
合
員
・
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
強
化

　
Ｊ
Ａ
の
特
色
を
生
か
し
た
相
談
機
能

の
充
実
に
努
め
、
組
合
員
・
地
域
住

民
の
皆
さ
ま
の
視
点
に
立
っ
た
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
令
和
元
年
度
実
績

　
令
和
元
年
度
の
実
績
は
次
の
と
お
り

で
す
。

税
務
相
談
会
：
18
回

確
定
申
告
件
数
：
２
，５
２
７
件

組
合
員
健
康
診
断
：
1
，2
1
1
人

（
35
会
場
）

年
金
相
談
会
：
20
回

ロ
ー
ン
相
談
会
：
1
1
6
回

●
取
組
内
容
②

　
組
合
員
・
地
域
住
民
が
健
康
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
健
康
寿
命
を

創
造
す
る
「
Ｊ
Ａ
健
康
寿
命
１
０
０

歳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
践
す
る
と
と

も
に
、
行
政
・
他
団
体
と
の
連
携
に

よ
り
高
齢
者
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

●
活
動
内
容

　「
Ｊ
Ａ
岡
山
助
け
合
い
の
会
か
が
や

き
」
会
員
の
協
力
の
も
と
、
組
合
員
・

地
域
住
民
を
対
象
と
し
た
ミ
ニ
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
や
サ
ロ
ン
、
地
域
の
茶
の
間

「
み
ん
な
の
お
家
」
を
開
い
て
い
ま
す
。

●
令
和
元
年
度
実
績

　
令
和
元
年
度
の
実
績
は
次
の
と
お
り

で
す
。

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
：
２２
回
、
利
用
者

３
８
１
人
、
協
力
会
員
１
０
０
人

サ
ロ
ン
：
１
２
９
回
、利
用
者
１
，７
８
７

人
、協
力
会
員
３
７
２
人

地
域
の
茶
の
間
「
み
ん
な
の
お
家
」：

４７
回
、利
用
者
６
９
５
人
、
協
力
会
員

２
０
８
人

●
取
組
内
容

　
支
所
・
営
農
セ
ン
タ
ー
等
を
拠
点

と
し
て
、
全
支
所
で
各
々
の
地
域
特
性

を
ふ
ま
え
た
ニ
ー
ズ
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
応
じ
た
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
活
動
を
実

践
し
、
組
合
員
や
組
合
員
家
族
、
地

域
住
民
と
の
接
点
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

●
活
動
内
容

　
地
域
の
小
中
学
生
を
対
象
に
、
田

植
え
や
稲
刈
り
な
ど
の
農
業
体
験
や

出
前
授
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
の
ま
つ
り
へ
の
参
加
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
の
実
施
、
支
所
・

営
農
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
等
で
地
域
の
話

題
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

●
令
和
元
年
度
実
績

　
全
支
所
・
営
農
セ
ン
タ
ー
で
１
９
１

件
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

●
取
組
内
容
①

　
地
域
住
民
の
協
同
組
合
へ
の
理
解

を
深
め
る
活
動
を
展
開
し
、
女
性
部

組
織
な
ど
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

●
活
動
内
容

　
広
報
誌
や
支
所
・
営
農
セ
ン
タ
ー
だ

よ
り
等
で
活
動
内
容
を
周
知
し
、
女

性
部
や
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
へ
の
加
入
促

進
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
令
和
元
年
度
実
績

　
令
和
元
年
度
の
実
績
は
次
の
と
お
り

で
す
。

女
性
部
２０
支
部
　
２
，８
２
３
人

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
６
支
部
　
６４
人

●
取
組
内
容
②

　
地
域
住
民
と
の
接
点
が
多
い
農
産

物
直
売
所
等
を
拠
点
に
、
地
元
農
業

や
Ｊ
Ａ
の
活
動
を
発
信
し
、
地
元
農

業
応
援
団
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

●
活
動
内
容

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
誌
「
あ
ぐ
ろ
ぐ
Ｏ
Ｋ
Ａ

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
」
の
発
刊
や
女
性
部
・
生
産

者
組
織
・
青
壮
年
部
と
連
携
し
、
農

産
物
直
売
所
で
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
令
和
元
年
度
実
績

　
令
和
元
年
度
実
績
で
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
誌
を
年
2
回
発
行
し
、
各
18

万
5
千
部
を
新
聞
へ
折
込
み
、
農
産

物
直
売
所
に
４
，３
５
０
部
配
付
し
ま

し
た
。

重
点
取
組
事
項
（
２
）

総
合
事
業
を
通
じ
た
生
活

イ
ン
フ
ラ
（
生
活
基
盤
）

機
能
の
発
揮

重
点
取
組
事
項
（
３
）

支
所
等
を
拠
点
と
し
た

「
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
活
動
」の

実
践

重
点
取
組
事
項
（
４
）

正
・
准
組
合
員
と
の
メ

ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化

う
ち

う
ち

ぱれっと　45　ぱれっと　

ぱ
れ
っ
と
１２
月
号
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
っ
て
な
に
？
を

掲
載
予
定
で
す
。



　
９
月
24
日
、
可
知
地
区
の
イ
チ
ゴ

農
家
の
矢
部
和
弘
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

―
就
農
し
た
き
っ
か
け
は

　
我
が
家
は
昔
か
ら
米
麦
農
家
で
、

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
手
伝
い
を
し
て

育
ち
ま
し
た
。

　
以
前
は
勤
め
に
出
て
い
ま
し
た
が
、

農
繁
期
に
は
手
伝
い
を
続
け
て
い
ま

し
た
。
仕
事
を
し
た
分
だ
け
収
入
に

繋
が
る
職
に
就
き
た
い
と
思
い
、
親

の
ほ
場
を
引
き
継
ぎ
28
年
前
就
農
し

ま
し
た
。

―
農
業
を
始
め
て
か
ら
は

　
初
め
は
、
米
麦
の
栽
培
を
し
て
い

て
、
20
年
前
に
イ
チ
ゴ
の

栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
イ

チ
ゴ
は
広
い
年
代
に
親
し

ま
れ
て
い
る
こ
と
や
作
付

け
し
た
そ
の
年
か
ら
収
穫

で
き
る
こ
と
が
魅
力
で
し

た
。
初
期
投
資
が
か
さ
む

た
め
、
最
初
の
う
ち
は
大

変
で
し
た
が
、
必
要
な
道

具
な
ど
を
自
分
で
作
り
節

約
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、「
さ
ち
の
か
」と「
お
い

Ｃ
ベ
リ
ー
」を
作
っ
て
い
ま
す
。「
お

い
Ｃ
ベ
リ
ー
」は
県
が
推
奨
し
て
い

る
品
種
で
あ
り
高
値
で
販
売
で
き
、

さ
ら
に
大
粒
で
パ
ッ
ク
詰
め
も
し
や

す
い
た
め
作
業
を
効
率
よ
く
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
イ
チ
ゴ
づ
く
り
に
お
い
て
受
粉
作

業
が
一
番
重
要
で
す
。
形
の
よ
い
イ

チ
ゴ
に
す
る
に
は
ミ
ツ
バ
チ
の
働
き

ぶ
り
が
重
要
で
あ
り
、
手
作
業
で
は

で
き
な
い
た
め
、
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ

チ
を
８
千
匹
程
放
飼
し
て
受
粉
を
し

て
い
ま
す
。

―
栽
培
上
の
こ
だ
わ
り
は

　
で
き
る
だ
け
農
薬
を
使
わ
な
い
こ

と
で
す
。
病
害
虫
の
被
害
を
抑
え
る

た
め
に
、
栽
培
管
理
日
誌
と
は
別
に

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
で
日
誌

を
10
年
間
つ
け
て
い
ま
す
。
ほ
場
に

手
軽
に
持
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
、

過
去
の
デ
ー
タ
を
見
な
が
ら
、
病
害

虫
の
対
策
を
し
て
い
ま
す
。
害
虫
に

は
天
敵
で
対
策
を
し
て
お
り
、
上
手

く
い
っ
た
と
き
は
農
薬
を
使
わ
な
く

て
よ
い
の
で
、
安
全
性
と
費
用
面
で

も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
抱
負
は

　
作
業
効
率
を
上
げ
て
収
量
を
増
や

し
て
い
き
た
い
で
す
。
苗
は
１
万
株

ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、
手
作
業
で
植
え

る
の
で
大
変
で
す
。
部
会
の
視
察
を

通
し
て
、
他
県
で
取
り
組
ん
で
い
る

革
新
的
な
技
術
を
少
し
ず
つ
取
り
入

れ
、
生
産
の
効
率
化
を
目
指
し
た
い

で
す
。

　
農
業
は
勉
強
の
連
続
な
の
で
、
知

識
を
増
や
し
、
お
い
し
い
イ
チ
ゴ
を

消
費
者
の
元
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

親
の
ほ
場
を
引
き
継
ぐ

Interview [インタビュー]

聞
き
手
：
J
A
岡
山
広
報
担
当

作業効率を上げ、
高品質なイチゴづくりに励みたい
作業効率を上げ、
高品質なイチゴづくりに励みたい

vol.243

農
を担う

作
業
効
率
を
上
げ
て

収
量
を
増
や
し
た
い

矢部 和弘さん
「やべ　かずひろ」
昭和32年生まれ。○岡西大寺いちご部会所属。イチゴ、米麦を経営。妻、息子夫妻、孫3人の7人家族。
趣味はDIY（何かを作ること）。座右の銘は「一生懸命」。

可知地区：イチゴ農家

1日6回自動で灌水しています 農業への思いを語る矢部さん

イチゴの生育具合を確認
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資料3 掘り上げたダリアの株と球根の切り分け

資料4 キクの冬至芽の発生

発芽点

よく切れる刃物で各球根に発芽点がつくように分ける

資料1 タマネギの４条植え 資料2 貯蔵タマネギ

追肥

20cm

追肥株間
12
cm

20cm

12cm

20cm

畝幅1.3m

条間

風通しのよいところに
5株ぐらいずつまとめてつるす

つるす場所がないときは
茎葉を切除してあみかごに入れ、
風通しのよいところに置く株から遠くに伸びた元気な芽を切りとって植える

×：使わない　△：できれば使わない

●
タ
マ
ネ
ギ
の
栽
培

　ユ
リ
科
の
2
年
生
植
物
で
、
栽
培

の
歴
史
は
古
く
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
・

ロ
ー
マ
時
代
に
食
用
と
さ
れ
た
と
記

録
が
残
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　日
本
で
は
明
治
時
代
、
北
海
道
や

大
阪
で
栽
培
が
は
じ
ま
り
消
費
の
拡

大
に
伴
い
各
地
で
栽
培
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　1
年
中
料
理
に
欠
か
せ
な
い
野
菜

で
す
の
で
、
早
生
か
ら
貯
蔵
用
ま
で

栽
培
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

●
畑
の
準
備

　定
植
2
週
間
前
に
10
平
方
㍍
あ
た

り
堆
肥
25
㌔
、
石
灰
1
㌔
を
施
用
し

て
深
く
耕
し
、
定
植
1
週
間
前
ご
ろ

に
野
菜
い
ち
ば
ん
等
1
・
2
㌔
を
土

と
よ
く
混
ぜ
ま
す
。
酸
性
土
壌
を
嫌

い
ま
す
。

●
苗
の
準
備

　育
苗
期
間
は
、
播
種
後
50
〜
60
日

で
す
。
早
生
品
種
で
は
株
元
の
太
さ

が
8
㍉
、
1
本
の
重
さ
が
7
㌘
ぐ
ら

い
、
中
生
・
晩
生
で
は
、
株
元
の
太

さ
が
7
㍉
、
1
本
の
重
さ
が
6
㌘
ぐ

ら
い
よ
り
大
き
い
苗
を
定
植
す
る

と
、
春
に
と
う
立
ち
し
や
す
く
な
り

ま
す
。

　購
入
苗
で
、
中
生
・
晩
生
種
で
は

貯
蔵
性
の
よ
い
品
種
を
選
び
ま
す
。

●
定
植

（
定
植
時
期 

早
生
11
月
上
中
旬
ご

ろ
、
中
生
・
晩
生
11
月
中
旬
ご
ろ
〜

11
月
下
旬
ご
ろ
）

　畝
幅
1
・
3
㍍
、
株
間
12
㌢
、
条

間
20
㌢
、
4
条
植
え
と
し
、
深
さ
2

〜
3
㌢
の
深
さ
に
植
え
付
け
ま
す

（
資
料
1
）。

　定
植
後
、
た
っ
ぷ
り
灌
水
し
て
、

活
着
を
促
進
し
ま
す
。
冬
ま
で
に

し
っ
か
り
根
張
り
を
さ
せ
ま
す
。

　定
植
後
に
降
雨
が
な
い
と
き
は
条

間
に
、
切
り
わ
ら
や
完
熟
堆
肥
を
散

布
し
て
土
の
乾
燥
を
防
ぎ
ま
す
。

●
追
肥

　定
植
か
ら
1
カ
月
後
に
、10
平
方
㍍

あ
た
り
野
菜
い
ち
ば
ん
等
を
4
0
0

㌘
を
施
用
し
除
草
を
兼
ね
て
中
耕
し

ま
す
。

　

　1
月
下
旬
〜
2
月
上
旬
と
3
月
上

旬
に
速
効
性
化
成
肥
料
（
園
芸
化
成

s
5
5
0
等
）
1
回
に
10
平
方
㍍
あ

た
り
4
0
0
㌘
を
2
回
散
布
し
ま

す
。
基
肥
に
追
肥
不
要
の
緩
効
性
肥

料
を
使
用
し
て
い
る
場
合
は
、
追
肥

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　2
月
ご
ろ
に
肥
料
切
れ
を
お
こ
す

と
、
春
に
と
う
立
ち
し
や
す
く
な
り

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　3
月
中
旬
以
降
に
窒
素
質
肥
料
を

施
用
す
る
と
、
草
勢
が
強
く
な
り
、

収
穫
後
の
貯
蔵
中
の
腐
敗
が
多
く
な

る
の
で
注
意
し
ま
す
。

　根
が
深
く
張
る
こ
と
が
重
要
で
す

の
で
、
春
先
の
長
雨
に
備
え
て
、
畑

の
周
り
に
排
水
溝
を
設
置
し
て
表
面

に
た
ま
る
水
の
排
水
を
促
し
ま
す
。

●
灌
水

　冬
に
極
端
に
乾
燥
す
る
場
合
は
、

灌
水
を
行
い
根
の
伸
長
を
促
し
ま
す
。

春
先
の
乾
燥
は
玉
の
肥
大
を
妨
げ
る

の
で
灌
水
を
行
い
ま
す
。
い
ず
れ
も

晴
れ
た
日
の
午
前
中
に
行
い
ま
す
。

●
病
害
虫
の
防
除

　春
先
か
ら
4
月
に
か
け
て
べ
と
病

等
の
病
気
や
ネ
ギ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
等
の

害
虫
が
発
生
し
や
す
い
の
で
、
登
録

農
薬
を
散
布
し
ま
す
。

※
農
薬
は
、
注
意
事
項
を
よ
く
読
ん

で
安
全
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
収
穫

　茎
葉
が
70
〜
80
％
倒
れ
て
き
た

ら
、
収
穫
適
期
で
す
。

　貯
蔵
用
で
は
2
〜
3
日
晴
天
が
続

い
た
日
に
抜
き
取
り
、
2
〜
3
日
畝

の
上
で
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
、
風
通
し

の
よ
い
日
陰
に
つ
る
し
て
貯
蔵
し
ま

す
（
資
料
2
）。

大
き
な
苗
の
定

植
は
と
う
立
ち

注
意
！

　い
よ
い
よ
気
温
が
下
が
り
冬
に
向

か
い
ま
す
。
冷
え
込
む
前
に
寒
さ
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

●
洋
ラ
ン
を
屋
内
へ

 

（
主
な
品
目
の
特
性
や
適
温
な
ど
は

5
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

 

・
低
温
が
苦
手
な
フ
ァ
レ
ノ
プ
シ
ス

や
カ
ト
レ
ア
は
10
月
中
に
取
り
込

ん
だ
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

最
低
気
温
の
目
安
は
15
℃
く
ら
い

ま
で
で
す
。
比
較
的
低
温
に
耐
え

る
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
は
最
低
気
温
が

6
〜
7
℃
に
な
っ
た
ら
、
デ
ン
ド

ロ
ビ
ウ
ム
は
6
〜
7
℃
の
低
温
に

10
日
前
後
あ
て
て
か
ら
屋
内
に
移

動
し
ま
す
。

 

・
室
内
の
置
き
場
所
も
温
度
に
対
す

る
特
性
に
応
じ
て
選
び
ま
す
が
、

デ
ン
ド
ロ
ビ
ウ
ム
は
暖
房
で
高
温

に
な
り
す
ぎ
る
こ
と（
15
℃
以
上
）

も
避
け
ま
し
ょ
う
。
日
当
た
り
の

よ
い
窓
近
く
は
夜
温
が
下
が
る
の

で
、
窓
か
ら
少
し
離
れ
た
明
る
い

と
こ
ろ
が
安
全
で
す
。

●
ダ
リ
ア
の
掘
り
あ
げ

　ダ
リ
ア
は
耐
寒
性
が
弱
く
、
地
表

近
く
な
っ
た
球
根
は
寒
さ
で
傷
む
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
簡
略
に
は
も
み
殻

な
ど
を
厚
め
に
か
け
て
そ
の
ま
ま
冬

越
し
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
数

年
放
置
す
る
と
球
根
が
増
え
て
切
り

分
け
に
く
く
な
り
ま
す
。
ま
た
過
湿

で
腐
る
こ
と
も
あ
る
の
で
寒
く
な
る

前
に
掘
り
上
げ
ま
す
。

 

・
茎
を
地
際
付
近
で
切
り
取
り
、
球

根
の
範
囲
が
広
が
っ
て
い
る
の
で

傷
め
な
い
よ
う
に
掘
り
ま
す
。

　

 

・
ダ
リ
ア
の
発
芽
点
は
球
根
と
茎
の

付
け
根
に
あ
る
の
で
、
茎
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
折
れ
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
ま
す
。

 

・
土
を
ふ
る
っ
て
軽
く
水
洗
い
し

て
、
日
陰
で
1
週
間
ほ
ど
置
い
た

後
、
も
み
殻
や
ピ
ー
ト
モ
ス
に
土

を
混
ぜ
た
も
の
と
と
も
に
、
ポ
リ

を
敷
い
た
段
ボ
ー
ル
箱
な
ど
に
入

れ
、
5
℃
以
下
に
な
ら
な
い
と
こ

ろ
で
保
管
し
ま
す
。

 

・
も
み
殻
な
ど
を
混
ぜ
た
土
は
、
球

根
が
乾
い
て
し
ま
わ
な
い
程
度
に

い
く
ら
か
水
分
が
あ
り
、
通
気
の

よ
い
状
態
に
し
、
ポ
リ
も
上
を
合

わ
せ
る
程
度
で
密
封
し
な
い
よ
う

に
し
ま
す
。

 

・
図
の
よ
う
に
、
よ
く
切
れ
る
カ
ッ

タ
ー
ナ
イ
フ
な
ど
で
、
茎
に
あ
る

発
芽
点
を
つ
け
て
球
根
毎
に
切
り

分
け
ま
す
が
、
分
け
て
か
ら
保
存

す
る
と
乾
き
や
す
く
、
切
り
分
け

は
植
え
付
け
が
近
く
な
っ
た
時
期

が
安
全
で
す
（
資
料
3
）。

●
キ
ク
の
冬
至
芽
を
分
け
る

　一
昨
年
の
8
月
号
で
紹
介
し
た

「
か
ぎ
芽
挿
し
」
が
キ
ク
の
親
株
づ

く
り
に
最
適
で
す
が
、
10
月
咲
な
ど

の
品
種
は
株
ご
と
残
し
て
お
く
こ
と

が
多
い
と
思
い
ま
す
。
す
る
と
株
の

老
化
や
混
み
過
ぎ
だ
け
で
な
く
、
病

害
虫
が
増
え
た
り
、そ
ろ
い
も
悪
く
、

よ
い
花
が
咲
き
に
く
く
な
り
ま
す
。

　そ
こ
で
、
地
下
か
ら
伸
び
る
冬
至

芽
だ
け
を
切
り
離
し
、
元
の
株
や
病

葉
な
ど
を
取
り
除
い
て
植
え
る
こ
と

で
、
新
た
な
親
株
に
養
成
し
ま
す
。

こ
の
時
、
健
全
な
株
で
で
き
る
だ
け

元
の
株
か
ら
遠
く
伸
び
た
元
気
の
よ

い
芽
を
選
び
、
出
て
い
る
根
が
付
い

た
状
態
で
切
り
分
け
て
植
え
ま
す
。

根
が
し
っ
か
り
出
て
茎
が
伸
び
て
い

る
場
合
は
芯
を
摘
ん
で
お
き
ま
す

（
資
料
4
）。
親
株
床
に
は
緩
効
性
有

機
化
成
肥
料
を
い
く
ら
か
す
き
こ
ん

で
お
き
ま
す
（
例
：
野
菜
い
ち
ば
ん

1
0
0
㌘
／
1
平
方
㍍
）。

野
菜

花
き

家
庭
園
芸

楽
し
い

お問い合わせ先
営農部指導課
Tel.086（225）3224

2020.11

営農部指導課
中川 雄一

営農部指導課
宮本 大輔

冬
に
備
え
て
寒

さ
対
策
を
し
ま

し
ょ
う
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JA岡山からのお知らせ

JA OKAYAMA

資料6 果樹苗木植え付け

支柱株元は少しあけておく

20～30cm

50cm以上

30～50cm 2m

植え穴

苗木

敷わら

暗きょ排水管

・完熟堆肥を容積比5～10％
・溶リン、苦土石灰
　（土壌分析を参考にする）
・土壌条件によってはピートモス、
　パーライトを容積比5～10％追加する

全園深耕

・完熟堆肥
・土壌改良資材

・接ぎ木部を地上に出し、深植えにならないように注意する。
・切り接ぎ苗は、接ぎ木部の30cm程度上で切り返す。

資料7 カンキツ類の貯蔵

収穫後、風通し
のよい所に置き、
果実水分の３％
程度取り除く

ポリエチレン袋内
の湿度を８５％程
度に保ち、冷涼
な所で貯蔵する

段ボール箱

発砲スチロール
ポリエチレン袋

資料5 苗木植え付け

表土

直径80～100cm

心土

消石灰
溶リン
完熟堆肥

各 1kg

10kg

40cm

深さ50～60cm

苗床の準備

苗木の仮植え

　冬
季
か
ら
管
理
、
対
策
を
始
め
る
こ

と
で
品
質
・
収
量
低
下
等
を
防
止
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　基
肥
や
堆
肥
の
施
用
は
早
め
に
行
い
、

落
葉
の
処
理
や
施
設
の
点
検
整
備
な
ど

も
こ
の
時
期
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
果
樹
苗
木
植
え
付
け

・
苗
床
の
準
備

　植
え
穴
は
、
肥
料
等
を
な
じ
ま
せ
る

た
め
、
定
植
予
定
の
1
〜
2
カ
月
程
度

前
ま
で
に
準
備
し
て
お
き
ま
す
。

　苗
木
1
本
に
つ
き
、
直
径
80
〜
1
0
0

㌢
、
深
さ
50
〜
60
㌢
位
の
穴
を
掘
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
深
さ

ま
で
掘
る
と
な
る
と
大
変
な
の
で
、
難

し
い
場
合
は
、
深
さ
30
㌢
程
度
は
掘
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
掘
っ
た
穴
に
は

石
灰
類
（
消
石
灰
・
苦
土
石
灰
・
苦
土

セ
ル
カ
等
）、
リ
ン
酸
類
（
溶
リ
ン
・
リ

ン
ス
タ
ー
等
）各
1
㌔
と
完
熟
堆
肥（
よ

く
発
酵
し
た
も
の
）
10
㌔
を
よ
く
混
和

し
て
埋
め
戻
し
、
踏
み
固
め
た
後
、
表

土
を
20
㌢
程
度
盛
り
上
が
る
よ
う
に
し

て
お
き
ま
す
（
資
料
5
）。
た
だ
し
、
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
の
場
合
は
、
酸
性
土
壌
を

好
む
た
め
石
灰
の
代
わ
り
に
ピ
ー
ト
モ

ス
を
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
植
え
付
け

　植
え
付
け
の
位
置
に
支
柱
を
立
て
、

根
が
交
差
し
な
い
よ
う
四
方
に
広
げ
、

根
の
先
端
が
下
方
に
な
る
よ
う
に
配
置

し
、
細
か
い
土
で
軽
く
覆
土
し
、
直
ち

に
十
分
灌
水
し
ま
す
。
そ
の
後
覆
土
を

十
分
に
行
い
ま
す
。
そ
の
際
、
台
木
と

の
接
ぎ
木
部
以
上
は
覆
土
し
な
い
よ
う

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　植
え
付
け
後
、
株
元
に
稲
わ
ら
な
ど

で
マ
ル
チ
し
、
土
壌
の
乾
燥
を
防
ぐ
と

と
も
に
、
生
育
初
期
の
雑
草
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
（
資
料
6
）。

　切
り
接
ぎ
苗
は
接
ぎ
木
部
か
ら
30
㌢

程
度
の
と
こ
ろ
で
切
り
返
し
、
支
柱
に

誘
引
し
ま
す
。

●
カ
ン
キ
ツ
類
の
収
穫
と
貯
蔵
に
つ
い
て

・
収
穫

　早
生
温
州
は
7
割
以
上
着
色
し
た
果

実
を
10
月
下
旬
〜
11
月
中
旬
に
、
普

通
温
州
で
は
8
割
着
色
し
た
果
実
を

11
月
中
旬
〜
12
月
下
旬
に
手
で
も
ぎ

取
り
ま
す
。

　夏
み
か
ん
は
2
月
ご
ろ
が
完
熟
期
で

す
が
、
寒
さ
に
当
た
る
と
品
質
が
低

下
す
る
の
で
、
時
期
を
早
め
て
12
月
下

旬
〜
1
月
上
旬
に
収
穫
し
ま
す
。

営農部指導課
小野 智寛

　ユ
ズ
は
、
7
〜
8
割
着
色
し
た
10
月

下
旬
に
果
汁
が
最
も
多
く
な
る
の
で
、

果
汁
用
は
こ
の
時
期
に
収
穫
し
ま
す
。

・
貯
蔵

　ミ
カ
ン
や
八
朔
、
夏
み
か
ん
は
収
穫

果
を
浅
い
容
器
に
並
べ
、
風
通
し
の

よ
い
倉
庫
の
棚
に
果
実
水
分
が
約

3
％
（
1
0
0
㌘
の
果
実
が
97
㌘
に
な

る
ぐ
ら
い
）
ま
で
置
い
て
お
き
ま
す
。

そ
の
後
、
資
料
7
の
よ
う
に
果
実
を

並
べ
た
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
箱
を
ビ

ニ
ー
ル
で
覆
い
、
湿
度
を
保
ち
な
が

ら
冷
涼
な
所
で
貯
蔵
し
ま
し
ょ
う
。

貯
蔵
中
は
7
日
〜
10
日
ご
と
に
腐
敗

果
を
取
り
除
き
ま
す
。

　ユ
ズ
は
10
℃
以
下
の
冷
涼
な
場
所
な

ら
12
月
ま
で
貯
蔵
で
き
ま
す
。
ま
た
、

温
度
3
〜
5
℃
の
冷
蔵
庫
で
ビ
ニ
ー
ル

に
包
み
、
湿
度
を
90
％
に
保
て
ば
3
月

下
旬
ま
で
貯
蔵
で
き
ま
す
。

冬
季
の
管
理
で

品
質
と
収
量
を

保
持
！

お知らせ

2020年11月号チラシ掲載商品
・「皇室御写真カレンダー」のご案内
・もち米（精米・玄米）予約注文書
・餅つき機、餅きり機
・令和2年度　冬季農薬予約注文書
・今月のおすすめ商品

　購買品注文取りまとめについてのチラシを広報誌「ぱれっと」の中に折り込ん
でおりますのでご利用ください。

「税務相談会」のご案内

■受付時間…10：00～15：30
■相談時間…お一人さま約30分（1回）
■相談費用…お一人さま1,000円（1回）
　　　　　　ただし、 JA岡山青色申告会の
　　　　　　会員の方は無料
■申込期日…開催日の5日前まで

■申込方法…各支所で相談依頼書にてお申し
　　　　　　込みください
■問い合わせ…各支所まで
■開催日程…11月26日（木）富山支所
　　　　　　11月27日（金）足守支所
ホームページへ年間開催日程を掲載しています。

　相続や贈与、所得に関することなど、暮らしの中のさまざまな税金について、
専門の税理士が相談におこたえします。

無料年金相談会開催のご案内

■開催支所日程　11月 7 日（土）西大寺支所（西大寺・可知・上南合同開催）
　　　　　　　  11月17日（火）営業課（芳田・福浜・営業課合同開催）
　　　　　　　  11月20日（金）富山支所（富山・操南合同開催）
※日程は変更となる場合がございます。
※お申し込みは最寄りの支所へお願いいたします。
※相談会につきまして、新型コロナウイルス感染拡大防止のため個別相談の対応を行っています。

　年金に関するご相談に社会保険労務士がお応えします。相談会当日は、年金手帳・基礎年
金番号通知書・年金証書・印鑑・日本年金機構から送られてきた資料等をご持参ください。
お待ちいただくことのないように、事前のご予約（お申し込み）をお願いいたします。

果
樹

ぱれっと　142020.1115　ぱれっと　
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地域によろこびの
種をまく

農を担う
イチゴ農家　矢部 和弘 さん
農を担う
イチゴ農家　矢部 和弘 さん
農を担う
イチゴ農家　矢部 和弘 さん
可知地区………………………10ページ可知地区………………………10ページ可知地区………………………10ページ

　今回のあぐろグラムでは京橋朝市を紹介します。
　岡山城や後楽園のたもとを流れる旭川には江戸
時代から栄えた京橋があります。ここで毎月第１日
曜日（１月は第２日曜日）に朝市が開催されています。
新鮮な野菜や魚、手づくりパンなどさまざまな特産
品が並び、日の出前からたくさんの来場客で賑わい
ます。
　その他にも管内には女性部が運営している朝市が
あります。爽やかな朝の空気の中で買い物を楽しむ
と、よい一日が始まりそうな気持ちにきっとなれるは
ず。いつもとは違う朝に出会えるかもしれませんね。
　　　　　　　　　　　　編集担当

旬がうれしい
京橋朝市

あぐろ
グラム

Ag
lo

gr
am

編集後記

あぐろ
グラム

Ag
lo

gr
am

編集後記

Recipe
旬のレシピ紹介

レシピ提供／永井智一（ながいともかず）
茨城県笠間市にある「天晴（旧キッチン晴人）」オーナーシェフ

秋サケに塩、こしょうをして、薄力粉をはたき、熱したフライパンにオリーブ
油を入れ、中火で両面を焼き上げて仕上げに白ワインを回し掛ける。

（1）のフライパンから秋サケを取り出し、バター、タマネギ、ジャガイモ、シ
イタケを入れて弱火で軽く炒め、ソースの材料を入れ中火で煮詰めていく。

ソースにとろみがついてきたら、（1）の秋サケをフライパンに戻し、小松菜を
入れサッと煮て、器に盛り付け出来上がり。

（1）

（2）

（3）

秋
サ
ケ
の
小
松
菜

ク
リ
ー
ム
ソ
ー
ス
煮

秋
サ
ケ
の
小
松
菜

ク
リ
ー
ム
ソ
ー
ス
煮

秋サケ切り身・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2切れ
タマネギ（みじん切り）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1/2個
ジャガイモ中（スライスした物）・・・・・・・・・・・・・・・・・1個
シイタケ（みじん切り）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2個
小松菜（ざく切り）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1/2束
ソース
　水・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1カップ
　生クリーム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1/2カップ
　ブイヨンキューブ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1個
　砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1/2
白ワイン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1
塩・こしょう・薄力粉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適宜
オリーブ油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1
バター・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1

作り方 材料（2人分）

久山 隆一

地
域
に
よ
ろ
こ
び
の

種
を
ま
く

JA岡山は、組合員募集中です！
https://www.ja-okayama.or.jp/
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特集 「地域くらし活性化計画」
～豊かで暮らしやすい地域社会の実現を目指して～




